
3　広報野々市　2018．2月号

受
彰
者　
※
敬
称
略

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

竹
中
重
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）、
小
寺

く
る
み
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）、
後
藤

龍
哉
（
第
１
分
団
部
長
）

市
消
防
団
長
表
彰

５
年
勤
続
功
労
章

坂
下
大
祐
、
田
中
直
樹
（
第
１
分
団
）、

池
田
和
史
、
小
島
栄
治
、
山
下
栄
俊
、
田

中
雅
勝
、
米
田
武
博
、
梅
平
仁
（
第
２
分

団
）、星
場
学
、平
野
孝
佳
、盛
本
圭
一
（
第

３
分
団
）、
扇
信
夫
（
第
４
分
団
）、
川
口

静
奈
（
第
５
分
団
）

優
良
消
防
団
員
表
彰

古
源
興
市
、
内
村
兼
二
、
中
川
智
之
（
第

１
分
団
）、
梅
平
仁
、
堀
浩
久
、
上
田
誠

（
第
２
分
団
）、
塩
田
健
、
星
場
学
、
宮
岸

裕
一
（
第
３
分
団
）、
長
尾
清
光
、
岩
本

義
正
、岩
坂
勇
（
第
４
分
団
）、高
松
優
子
、

山
本
和
美
（
第
５
分
団
）

消
防
団
員
退
職
感
謝
状

藤
田
嘉
孝
（
元
第
３
分
団
副
分
団
長
）、

田
中
茂
（
元
第
４
分
団
副
分
団
長
）、
鍵

主
宏
（
元
第
３
分
団
）、
徳
田
衛
、
松
井

博
史
（
元
第
４
分
団
）

　
１
月
７
日
㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
お
よ
び
あ

ら
み
や
公
園
で
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団

員
、
自
警
団
員
、
消
防
職
員
の
総
勢
約
３
５
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や
退
団
者
な
ど
消
防
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
粟
市
長
が
、「
地
域
防
災
力
の
中
核

を
担
う
皆
さ
ん
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
引
き
続
き
、
あ
ら
み
や
公
園
で
は
、
無
火

災
を
願
い
、
消
防
車
両
行
進
、
は
し
ご
登
り
、
放
水

式
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
寒
空
の
下
集
ま
っ
た
約

４
５
０
人
の
観
衆
は
、
団
員
た
ち
の
勇
壮
で
頼
も
し

い
姿
に
拍
手
と
歓
声
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年

市
消
防
出
初
式

はしご登り

放水式

式典


